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の
運勢
6月

　
石
川
県
果
樹
園
芸
協
会
ぶ
ど
う
部
会

は
、
四
月
十
七
日
に
石
川
県
産
ぶ
ど
う

春
季
栽
培
講
習
会
を
か
ほ
く
市
二
ツ
屋

の
大
田
昇
部
会
長
の
圃
場
に
て
開
催
し

ま
し
た
。
県
内
の
ぶ
ど
う
生
産
者
・
関

係
者
約
八
十
名
が
参
加
。

　
県
内
産
ぶ
ど
う
の
生
育
状
況
や
栽
培

管
理
な
ど
の
調
査
報
告
後
、
砂
丘
地
農

業
研
究
セ
ン
タ
ー
職
員
か
ら
デ
ラ
ウ
ェ

ア
の
ジ
ベ
レ
リ
ン
作
業
と
ハ
ウ
ス
栽
培

管
理
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ジ
ベ
レ
リ

ン
処
理
は

デ
ラ
ウ
ェ

ア
の
種
を

無
く
す
重

要
な
作
業

で
す
。
近
年
、
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
時
期

が
高
温
・
乾
燥
と
な
る
ケ
ー
ス
が
み
ら

れ
、
種
子
の
混
入
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
生
産
者
は
真
剣
な
眼
差
し
で
話

を
聞
き
ま
し
た
。

牡羊座
3/21〜4/19

【全体運】コミュニケーション運が活発化。人との交流にツキがあります。新しい習い事を始めるのもお勧め。金運も良好
【健康運】体力アップの好機。ハードなトレーニングもOK　　【幸運の食べ物】オクラ

　
当
Ｊ
Ａ
で
は
四
月
十
日
、
春
の
味
覚

を
代
表
す
る
タ
ケ
ノ
コ
が
初
出
荷
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
「
裏
年
」
に
加
え
、

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
に
よ
り
初
日
の
出
荷

量
は
百
キ
ロ
と
な
り
ま
し
た
。
六
軒
の

農
家
か
ら
集
め
ら
れ
た
タ
ケ
ノ
コ
は
、

当
Ｊ
Ａ
職
員
に
よ
り
色
や
大
き
さ
で
等

級
・
階
級
に
仕
分
け
さ
れ
、
金
沢
中
央

卸
売
市
場
へ
と
運
ば
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
四
月
十
八
日
に
金
沢
市
寺
町

の
妙
福
寺
に
て
「
第
五
十
六
回
た
け
の

こ
感
謝
祭
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
江
戸

か
ら
金
沢
に
帰
郷
の
際
に
「
孟
宗
竹
」

を
持
ち
帰
り
、
タ
ケ
ノ
コ
産
地
の
礎
を

築
い
た
岡
本
右
太
夫
公
の
遺
徳
を
し
の

び
ま
し
た
。
本
堂
で
は
約
二
十
人
の
参

列
者
が
焼
香
を
上
げ
、
境
内
の
右
太
夫

公
の
お
墓
に
タ
ケ
ノ
コ
を
供
え
、
今
年

の
豊
作
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
管
内
で
の
今
年
の
出
荷
量
は

一・
五
ト
ン
を
見
込
ん
で
お
り
、
Ｊ
Ａ

グ
リ
ー
ン
か
ほ
く
店
頭
で
も
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。

「
春
の
訪
れ

の
訪
れ

タ
ケ
ノ
コ
の
豊
作
を
願
っ
て

タ
ケ
ノ
コ
の
豊
作
を
願
っ
て

タケノコを供え豊作を祈願する参列者

ジベレリン処理の説明を聴く生産者

仕分け作業をする当 JA 職員

高
　
河
北
潟
生
産
出
荷
組
合
施
設
園
芸
部

会
は
四
月
十
日
、
津
幡
町
湖
東
の
河
北

潟
営
農
公
社
に
て
、「
河
北
潟
こ
ま
つ

な
」
の
目
合
わ
せ
会
を
行
い
ま
し
た
。

生
産
者
・
関
係
者
七
名
が
参
加
。
春
用

の
品
種
に
切
り
替
わ
り
、
出
荷
が
始
ま

る
こ
の
時
期
に
、
重
さ
や
長
さ
な
ど
の

出
荷
基
準
に
加
え
、
今
後
の
管
理
に
つ

い
て
も
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
小
野
寺
優
大
部
会
長
は
「
周
年
収
穫

さ
れ
る
河
北
潟
こ
ま
つ
な
。
消
費
者
の

方
に
毎
日

食
べ
て
も

ら
え
る
よ

う
な
も
の

を
届
け
た

い
。
そ
の

た
め
に
は
、 

ア
ク
が
で

き
な
い
よ
う
に
ス
ト
レ
ス
無
く
素
直
に

育
て
、
美
味
し
い
も
の
を
作
り
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

河
品
質
生
産
を
目
指
し

品
質
生
産
を
目
指
し

ぶ
ど
う
春
季
栽
培
講
習
会

ぶ
ど
う
春
季
栽
培
講
習
会

出荷基準を確認する生産者

北
潟
こ
ま
つ
な

北
潟
こ
ま
つ
な  

目
合
わ
せ
会

目
合
わ
せ
会
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4/20〜5/20

【全体運】スケジュールは詰め込み過ぎず余裕を持って。会話を楽しむゆとりがいい流れを運んできてくれます。外出にツキ
【健康運】慌ててけがなどしないように。安全第一で　　【幸運の食べ物】ミョウガタケ

　
四
月
二
十
五
日
、
か
ほ
く
市
気
屋
の

農
事
組
合
法
人
高
峰
フ
ァ
ー
ム
で
は
、

県
央
農
林
津
幡
事
務
所
職
員
指
導
の
も

と
、
カ
ボ
チ
ャ
「
く
り
大
将
」
の
定
植

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
組
合
法
人
で
は

令
和
三
年
か
ら
水
稲
と
園
芸
品
目
の
複

合
化
と
し
て
、
稲
作
と
し
て
耕
作
し
て

い
た
圃
場
を
カ
ボ
チ

ャ
に
転
作
。

　
生
産
者
ら
は
、
圃

場
に
作
っ
た
畝
に
六 

十
セ
ン
チ
間
隔
で
植

穴
を
空
け
、
た
く
ま

し
く
育
ち
ま
す
よ
う

に
と
願
い
を
込
め
な

が
ら
約
五
百
株
の
カ

ボ
チ
ャ
の
苗
を
丁
寧

に
植
え
ま
し
た
。
ま

た
、
女
性
の
農
業
参

加
に
意
欲
的
で
あ
り
、 

定
植
に
参
加
し
た
六

人
の
う
ち
、
四
人
が

女
性
。
女
性
の
農
業

参
加
が
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
種
本
博
同
組

合
法
人
代
表
は
「
収

量
の
安
定
化
・
秀
品

率
の
向
上
に
向
け
、
大
切
に
育
て
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
「
く
り
大
将
」
は
栗
の
よ
う
な
ホ
ク

ホ
ク
と
し
た
食
感
と
甘
み
が
特
徴
。
収

穫
は
七
月
末
を
予
定
し
て
お
り
、
約
二

ト
ン
の
収
穫
量
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

く
り
大
将

り
大
将  

定
植
開
始

定
植
開
始

定植作業をする生産者

　
四
月
一
日
、
津
幡
町
福
祉
教
育
プ
ラ

ザ
の
開
所
式
及
び
子
育
て
支
援
備
品
贈

呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
閉
園
し
た
旧
つ
ば
た
幼
稚
園
の
園
舎

を
親
子
支
援
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
等
の
子
育
て
支
援
や
教
育
支

援
を
備
え
る
複
合
施
設
へ
と
改
修
さ
れ

ま
し
た
。

　
開
所
に
合
わ
せ
、
当
Ｊ
Ａ
は
Ｊ
Ａ
共

済
地
域
・
農
業
貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て
、
学
校
机
、
椅
子
や
、
卓
球
台
な
ど

児
童
を
対
象
と
し
た
も

の
と
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

な
ど
、
幼
児
、
乳
児
を

対
象
と
し
た
も
の
ま
で
、 

町
が
希
望
す
る
備
品

二
十
五
種（
七
十
四
点
） 

を
寄
贈
し
、
子
育
て
環

境
、
教
育
環
境
の
さ
ら

な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
贈
呈
式
で
は
、
西
川

一
郎
代
表
理
事
組
合
長

が
「
津
幡
町
の
次
世
代

を
担
う
子
供
た
ち
の
健

全
育
成
、
ま
た
地
域
の

皆
様
が
健
康
で
豊
か
な

生
活
が
送
る
こ
と
が
で

き
ま
す
よ
う
、
こ
の
品

を
ご
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。
矢
田
富
郎
津
幡
町
長
は

「
地
域
の
教
育
の
場
の
拠
点
と
し
て
、

有
効
活
用
し
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　
Ｊ
Ａ
共
済
地
域
・
農
業
貢
献
活
動
は
、

地
域
の
活
性
化
・
農
業
振
興
活
動
へ
の

支
援
を
目
的
と
し
て
助
成
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
で
は
、
管
内
の
一
市
二
町
全

て
に
物
品
に
よ
る
助
成
を
行
い
ま
し
た
。

津
幡
町
福
祉
教
育
プ
ラ
ザ
開
所

幡
町
福
祉
教
育
プ
ラ
ザ
開
所

子
育
て
支
援
備
品

子
育
て
支
援
備
品  

贈
呈
式

贈
呈
式

津幡町福祉教育プラザで開催された子育て支援物資等贈呈式
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四
月
二
十
五
日
、
当
Ｊ
Ａ
女
性
大
学

ス
マ
イ
ル
ス
ク
ー
ル
卒
業
生
で
構
成
す

る
津
幡
支
店
「
ひ
ま
わ
り
の
会
」
は
、

健
康
と
地
域
福
祉
や
子
育
て
支
援
に
つ

い
て
の
学
習
を
目
的
と
し
、
四
月
に
オ

ー
プ
ン
し
た
津
幡
町
住
吉
公
園
屋
内
温

水
プ
ー
ル
（
ア
ザ
レ
ア
）、
福
祉
教
育

プ
ラ
ザ
の
施
設
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

地
元
の
新
し
い
施
設
に
参
加
者
は
興
味

深
々
。沢
山
の
質
問
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

　
山
本
徹
同
支
店
長
は
「
今
後
も
地
域

社
会
の
取
り
組
み
に
理
解
を
深
め
る
機

会
を
提
供
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

地
　
四
月
二
十
五
日
、
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
か

ほ
く
生
産
者
直
売
所
産
直
部
会
は
、
ほ

く
の
里
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
に
て
栽
培
講

習
会
を
開
催
。
四
十
三
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
タ
キ
イ
種
苗
株
式
会
社
の
吉
田
魁
さ

ん
が
講
師
を
務
め
、
一
年
を
通
し
て
の

継
続
的
出
荷
に
向
け
た
野
菜
品
種
紹
介

と
栽
培
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
か
ほ
く
宮
木
隆
志
店

長
は
「
講
習

会
に
て
紹
介

さ
れ
た
品
種

を
栽
培
し
て

も
ら
う
こ
と

に
よ
り
、
産

直
会
員
さ
ん

の
所
得
向
上
・
地
産
地
消
に
よ
る
地
域

農
業
振
興
や
、
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
か
ほ
く

そ
く
さ
い
か
ん
の
発
展
に
繋
が
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

活

屋内温水プールの説明を受ける参加者説明を受ける産直会員

元
の
新
施
設
を
見
学

元
の
新
施
設
を
見
学

１
支
店
１
協
同
活
動

　
四
月
十
六
日
、
河
北
潟
干
拓
地
の
幹

線
道
路
沿
い
で
、
一
斉
清
掃
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
河
北
潟
周
辺
の
行
政
機
関
や
民
間
企

業
、
干
拓
地
の
生
産
農
家
な
ど
多
く
の

方
が
参
加
。
道
路
沿
い
や
湖
岸
に
捨
て

ら
れ
て
い
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
空
き
缶

な
ど
不
法
投
棄
物
を
約
一
時
間
か
け
て

回
収
し
ま
し
た
。
河
北
郡
と
金
沢
市
を

結
ぶ
幹
線
道
路
沿
い
や
湖
岸
な
ど
に
大

量
の
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が
見
ら
れ
て
お

り
、
環
境
保
全
の
一
環
と
し
て
年
に
数

回
、
美
化
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 ゴミ拾いをする当 JA 職員

双子座
5/21〜6/21

【全体運】好情報をキャッチでき状況は好転へ。好奇心のアンテナを高く掲げておきましょう。習い事にもツキがあります
【健康運】運動は仲間と一緒に。楽しみながら長続きできます　　【幸運の食べ物】ソラマメ

自
　
か
ほ
く
四
季
ま
つ
り
「
桜
ま
つ
り
」

が
四
月
八
日
、
か
ほ
く
市
高
松
中
町
通

り
額
神
社
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
縮
小
さ
れ
て
い
た
ス
テ
ー

ジ
や
飲
食
等
の
露
店
も
従
来
通
り
出
店

さ
れ
ま
し
た
。
約
四
年
ぶ
り
の
完
全
復

活
に
、
会
場
は
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
高
松
支
店
職
員
と
営
農
部
職

員
が
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
餅
つ
き
を
実
施
。

油
野
和
一

郎
か
ほ
く

市
長
、
当

Ｊ
Ａ
の
村

井
一
宏
代
表
理
事
専
務
を
は
じ
め
、
同

市
ま
つ
り
実
行
メ
ン
バ
ー
が
会
場
の
掛

け
声
と
共
に
、
力
強
く
杵
を
ふ
る
い
ま

し
た
。
つ
き
た
て
の
餅
に
当
Ｊ
Ａ
職
員

が
き
な
粉
を
つ
け
、
餅
を
求
め
て
テ
ン

ト
前
に
並
ぶ
来
場
者
一
人
ひ
と
り
に
手

渡
し
ま
し
た
。

四
然
を
守
ろ
う

然
を
守
ろ
う

河
北
潟
ク
リ
ー
ン
作
戦

河
北
潟
ク
リ
ー
ン
作
戦

１
支
店
１
協
同
活
動

つきたての餅を配付する高松支店職員

年
ぶ
り
の
桜
ま
つ
り

年
ぶ
り
の
桜
ま
つ
り

性
化
と
継
続
的
な

性
化
と
継
続
的
な

出
荷
に
向
け
て

出
荷
に
向
け
て
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四
月
十
四
日
、
当
Ｊ
Ａ
女
性
理
事
は

津
幡
支
店
の
年
金
受
給
日
に
合
わ
せ
て

新
鮮
野
菜
市
を
開
催
し
ま
し
た
。
十
四

種
類
の
野
菜
が
販
売
さ
れ
、
収
穫
し
た

て
の
タ
ケ
ノ
コ
、
わ
ら
び
、
ふ
き
な
ど

の
春
の
味
覚
が
並
び
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
黒
ニ
ン
ニ
ク
、
み
た
ま

や
、
さ
つ
ま
い
も
デ
ザ
ー
ト
ス
ー
プ
な

ど
の
加
工
品
や
、
生

花
、
苗
木
や
手
作
り

の
飾
り
や
置
物
な
ど

も
販
売
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
生
産
者
直
売

所
そ
く
さ
い
か
ん
の

協
力
の
下
、
ほ
う
れ

ん
草
、
水
菜
、
金
時

草
が
加
わ
り
ま
し
た
。 

野
菜
の
美
味
し
い
調

理
方
法
や
世
間
話
に

花
を
咲
か
せ
、
会
場

は
明
る
い
雰
囲
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。
来

店
者
は
「
会
話
し
な

が
ら
の
買
い
物
が
楽

し
く
、
い
つ
も
楽
し

み
に
し
て
い
る
」
と 

話
し
ま
し
た
。

　
新
鮮
野
菜
市
は
女

性
理
事
の
「
同
支
店
の
周
り
に
野
菜
な

ど
を
売
っ
て
い
る
場
所
が
な
く
、
直
売

を
行
う
こ
と
で
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
」

と
い
っ
た
意
見
か
ら
始
ま
っ
た
イ
ベ
ン

ト
で
今
で
は
年
金
の
日
の
人
気
イ
ベ
ン

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
鮮
野
菜
市

鮮
野
菜
市  

開
催
開
催

　
宇
ノ
気
支
店
は
四
月
十
四
日
、
同
支

店
に
て
、
年
金
受
給
日
に
合
わ
せ
た
恒

例
の
「
新
鮮
野
菜
市
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
久
し
ぶ
り
の
屋
外
で
の
開
催
は
春

の
風
が
心
地
良
く
吹
く
中
、
開
店
か
ら

多
く
の
来
店
者
が
列
を
作
り
、
す
ぐ
に

売
り
切
れ
て
し
ま
う
商
品
も
で
る
ほ
ど

の
大
盛
況
で
し
た
。

　
新
鮮
野
菜
市
で

は
、
旬
の
新
鮮
野

菜
約
四
十
種
類
の

ほ
か
、
惣
菜
な
ど

の
加
工
品
、
地
元

生
産
者
が
栽
培
し

た
生
花
や
鉢
花
と

数
多
く
の
商
品
が

店
頭
に
並
び
ま
し

た
。
前
回
好
評
の

焼
き
芋
も
飛
ぶ
よ

う
に
売
れ
、
全
て

の
商
品
が
完
売
し

ま
し
た
。

　
小
池
田
巌
同
支

店
長
は
「
早
朝
よ

り
大
勢
の
来
店
者

が
訪
れ
、
皆
さ
ん

が
会
話
を
楽
し
み

な
が
ら
買
い
物
し
て
頂
く
姿
は
、
い
つ

見
て
も
微
笑
ま
し
く
も
あ
り
嬉
し
い
。

協
力
し
て
頂
い
て
い
る
管
内
の
生
産
者

に
つ
い
て
は
、
開
催
日
に
あ
わ
せ
、
た

く
さ
ん
出
品
し
て
頂
き
感
謝
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
機
会
に
出
品
し
て
み

よ
う
か
な
と
思
わ
れ
る
方
は
、
少
量
で

も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
是
非
一
度
ご
来

店
下
さ
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

大
賑
わ
い
の
新
鮮
野
菜
市

賑
わ
い
の
新
鮮
野
菜
市

蟹　座
6/22〜7/22

【全体運】追い風に恵まれます。時間をかけて準備をすれば成功率はさらにアップ。ニュースは小まめにチェックしましょう
【健康運】つい食べ過ぎてしまいがち。食事はバランス良く　　【幸運の食べ物】シソ

商品を買い求めて列に並ぶ来店者

女性理事との会話を楽しむ来店者

１
支
店
１
協
同
活
動



6

の
運勢
6月 獅子座

7/23〜8/22

【全体運】少し融通を利かせると驚くほどスムーズに物事が進展。周囲の話に耳を傾けて。同じ目的なら協力するのが大正解
【健康運】歯科検診など口腔（こうくう）ケアに力を入れて　　【幸運の食べ物】サクランボ

　組合員・利用者との会話を大切に一人ひとりに寄り添い、安心
と満足の提供に努めます。また、あらゆるサービスを充実させ、
親切・丁寧・迅速な対応を心がけます。お気軽にご相談ください。

私たちに
おまかせください!!

　信用・共済それぞれ幅広
く高度な知識を持つ渉外担
当者が、お客様のお宅を訪
問します。皆さまのお役に
立てるように頑張ります。

複合渉外
　農業融資や住宅ローンをは
じめとする様々な融資のご相
談にお応えし、皆さまのライフ
プランの実現をお手伝いしま
す。

ローン営業センター
　「とことん会ってコミュニケーション」
をキャッチフレーズに、私たちが担い手
農家を中心にお伺いします。役立つ情
報をお届けしながら、農業に関する相談
やご意見・ご要望にお応えします。

TAC（営農経済渉外）

宇ノ気支店
エリア
高森

津幡東支店
エリア
山本

後列：南、坂倉、浜本（農業融資担当）
前列：田鍋（センター長）、加藤

内灘・津幡
支店エリア
板坂

高松支店
エリア
櫻井

ローン営業センター

今村（グループリーダー）、中村、野村、酒井

尾村（グループリーダー）、塚田、中嶋、東

林（グループリーダー）、北、佐藤、吉川

水野（グループリーダー）、松井、山﨑

松橋（グループリーダー）、山田、寺岡

加賀谷（グループリーダー）、前田、金木

櫻井（グループリーダー）、真田、西尾、西川、馬場

竹田（グループリーダー）、表、潟渕、岡本

津幡地区

津幡地区

内灘地区 津幡東地
区

宇ノ気地
区

宇ノ気地
区

高松地区

宇ノ気支店 複合渉外津幡支店 複合渉外

TAC（営農経済渉外）

宇ノ気地
区



7

の
運勢
6月 乙女座

8/23〜9/22

【全体運】なんとなく過ごしているとトラブルに巻き込まれる恐れが。予定はしっかり確認、詐欺対策などの情報もチェック
【健康運】リラックスタイムを確保。足のつぼ押しも◎　　【幸運の食べ物】カレイ

　組合員・利用者との会話を大切に一人ひとりに寄り添い、安心
と満足の提供に努めます。また、あらゆるサービスを充実させ、
親切・丁寧・迅速な対応を心がけます。お気軽にご相談ください。

私たちに
おまかせください!!

　信用・共済それぞれ幅広
く高度な知識を持つ渉外担
当者が、お客様のお宅を訪
問します。皆さまのお役に
立てるように頑張ります。

複合渉外
　農業融資や住宅ローンをは
じめとする様々な融資のご相
談にお応えし、皆さまのライフ
プランの実現をお手伝いしま
す。

ローン営業センター
　「とことん会ってコミュニケーション」
をキャッチフレーズに、私たちが担い手
農家を中心にお伺いします。役立つ情
報をお届けしながら、農業に関する相談
やご意見・ご要望にお応えします。

TAC（営農経済渉外）

宇ノ気支店
エリア
高森

津幡東支店
エリア
山本

後列：南、坂倉、浜本（農業融資担当）
前列：田鍋（センター長）、加藤

内灘・津幡
支店エリア
板坂

高松支店
エリア
櫻井

ローン営業センター

今村（グループリーダー）、中村、野村、酒井

尾村（グループリーダー）、塚田、中嶋、東

林（グループリーダー）、北、佐藤、吉川

水野（グループリーダー）、松井、山﨑

松橋（グループリーダー）、山田、寺岡

加賀谷（グループリーダー）、前田、金木

櫻井（グループリーダー）、真田、西尾、西川、馬場

竹田（グループリーダー）、表、潟渕、岡本

津幡地区

津幡地区

内灘地区 津幡東地
区

宇ノ気地
区

宇ノ気地
区

高松地区

宇ノ気支店 複合渉外津幡支店 複合渉外

TAC（営農経済渉外）

宇ノ気地
区
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大
正
、
昭
和
、
平
成
、
令
和
と
一
世

紀
を
生
き
て
き
て
い
る
義
母
。

　
昼
夜
を
問
わ
ず
、
農
作
業
、
工
場
勤

務
、
和
裁
内
職
と
手
を
抜
か
ず
働
き
続

け
て
き
ま
し
た
。

　
何
事
に
も
興
味
関
心
を
持
ち
、
六
十

歳
手
前
か
ら
津
幡
公
民
館
に
あ
っ

た
洋
裁
学
校
に
通
い
ま
し
た
。

　
と
に
か
く
一
生
懸
命
歩
ん
で
き

た
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
、
老
い
と
と
も

に
認
知
症
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
と
、
我
が
強
く
な
り
家
族
と
葛

藤
す
る
時
期
も
あ
り
、
お
互
い
辛 

か
っ
た
思
い
出
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

　
現
在
は
、
要
介
護
四
。
介
護
度

が
進
む
に
つ
れ
温
和
な
性
格
に
な

り「
か
わ
い
ら
し
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
出
来
な
い
事
が
多
く
な
り
ま
し

た
が
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
喜
ん
で

通
所
し
て
お
り
ま
す
。

　
家
で
は「
ソ
ー
ラ
ン
節
」「
三
百
六
十 

五
歩
の
マ
ー
チ
」
を
毎
日
の
よ
う
に
一

緒
に
歌
っ
た
り
、
就
寝
の
際
に
は
主
人

と
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン
遊
び
も
勝
つ
気
満
々

で
す
。

　
床
に
つ
く
時「
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
休
み
」

と
手
を
さ
す
っ
て
や
る
と
「
あ
り
が
と

う
」
の
言
葉
が
返
っ
て
き
ま
す
。「
お

母
さ
ん
大
好
き
」
な
ん
て
言
わ
れ
る
と

（
今
日
も
し
っ
か
り
世
話
す
る
よ
）
の

私
の
や
る
気
ス
イ
ッ
チ
が
入
り
ま
す
。

　
さ
あ
ば
あ
ち
ゃ
ん
、お
手
を
ど
う
ぞ
。

　
ヨ
イ
シ
ョ　
コ
ラ
シ
ョ　
ド
ッ
コ
イ

シ
ョ

　

こ
れ
か
ら
も
掛
け
声
を
か
け
な
が

ら
、
一
緒
に
両
手
を
つ
な
い
で
歩
い
て

行
こ
う
ね
。

�

中
島
　
玲
子
　

ヨイショ コラショ
ドッコイショで百歳

内灘町  須崎　明さん

　バウンドテニスを
始めて13年が経ちま
した。その間、全国
大会（ねんりんピッ
ク） に３回出場しま
した。
　町のスポーツ行政
に関わり企画・ 運営
や指導員をしていま
したが60歳前半で引
退。 健康のためのス
ポーツを探していたところを友達に誘われ体験し、
バウンドテニスと出会いました。今でも週に3回汗
を流します。
　家庭菜園では35種類以上育て、 朝は釣りに行き
釣れたての魚を朝食として食べ仕事に行くのが日課
です。また、全国どこでも妻とドライブをしたり、
人と関わることが好きで家に作った囲炉裏を友達と
囲んでバーベキューもします。
　健康じゃなければ仕事も趣味も出来ません。趣味
に没頭できるのは健康に産んでくれた母や、支えて
くれる妻や家族の協力があるからで本当に感謝して
います。
　バウンドテニスや家庭菜園、釣りにドライブなど
多趣味な私。
　これからも健康で元気にいるために趣味を続けて
いきたいです。

私
の
趣
味

お祝いの花束を持つ中島千代さん

たけのこ
　たけのこのシャキシャキ
とした食感と味わいは春な
らではの醍醐味です。ヘル
シーで栄養がたっ
ぷりな食べ物とし
ても人気です。

選ぶ時の
ポイント
　形がよくずっし
りとしており、皮
が淡黄色でツヤが
あるものを選びま
しょう。
　穂先は、黄色で
開いていないもの
が良いです。

おいらおいらからから
� ご紹介� ご紹介なんだななんだな

春らしい味わいが
季節を感じるんだな！
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料理レシピ
募集

　ご家庭で簡単にできる、地物・旬の食材を使
ったレシピを募集しています。
　投稿くださったレシピをリバノスやホームペ
ージで紹介したいと思いますので、皆さんのご
自慢料理を送ってくださいね！
　また、いろいろな食材の保存方法をご存知の
方も、併せて募集しています。
　たくさんのレシピをお待ちしております。

募集方法（封書でお送りください。）
１．住所、氏名、電話番号
２．料理名または食材名
３．レシピまたは保存方法
　　（簡単にお書きください。）
４．一言コメント
５．写真

宛先
〒929-0326
河北郡津幡町字清水チ329
JA石川かほくリバノス編集局

※レシピが多い場合は、リバノス編
　集局で選定させていただきます。

※１～５の事項を必ず
　ご記入ください。

ご飯をおいしく
食事を楽しく

「天晴」のオーナーシェフ 永井　智一　氏

新タマネギと新ジャガイモのかき揚げ新タマネギと新ジャガイモのかき揚げ

作り方

材　料
（２人分）

新ジャガイモとホタルイカのサラダ新ジャガイモとホタルイカのサラダ

（２人分）
材　料

作り方 ❶　ホタルイカは目とくちばしを取り除きサッとゆでてざる
にあげ、ナバナもサッと塩ゆでする。新ジャガイモは5㎜
角の拍子木切りにして水にさらす。Aは混ぜ合わせてソー
スにする。
❷　フライパンにオリーブ油を入れ、弱火でつぶしたニンニ
クの香りを移し（2～3分ほど）、水気を拭いた新ジャガ
イモを入れ中火で炒め、火が通ったらホタルイカ、ナバナ
を入れ塩で味付けしサッと炒める。
❸　器に彩り良く盛り付け、Aのソースを流し出来上がり。

❶　新タマネギは繊維に沿って5㎜幅にスライスする。新
ジャガイモは極細に千切りし水にさらす。ソラマメはさ
やから取り出し皮をむく。
❷　ボウルに新タマネギ、水気を切った新ジャガイモ、ソ
ラマメを入れ、薄力粉をまぶし混ぜ合わせ、水溶き天ぷ
ら粉を入れさっくりと混ぜる。
❸　18㎝のフライパンに1㎝ほどのサラダ油を入れ180
度に熱し、❷のかき揚げの材料を入れ2～3分ほど揚げ
裏返して、さらに2～3分ほど揚げる。
❹　❸を2等分に切り器に盛り付け、塩を振って出来上
がり。

ボイルホタルイカ·············· 8杯
新ジャガイモ······················ 1個
ブロッコリーのナバナ
（他のナバナでも可）········· 6本
ニンニク···························· 1片
オリーブ油···················大さじ1

塩······································適宜
A
　マヨネーズ···············大さじ2
　レモン汁 ··················小さじ1
　マスタード············小さじ1/2

新タマネギ····················中1個
新ジャガイモ···················· 2個
ソラマメ··························· 8粒
薄力粉····························適宜

水溶き天ぷら粉··········100ml
サラダ油·························適宜
塩…少々
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の
運勢
6月 天秤座

9/23〜10/23

【全体運】遊びに行きましょう。季節の恵みを感じられるプランがお勧め。いつもより遠出を。新作や限定メニューにツキ
【健康運】血行を良くする運動でむくみや肩凝りを予防　　【幸運の食べ物】葉ショウガ

野
菜
の
窒
素
肥
料

　
今
年
は
春
先
か
ら
暖
か
く
金
沢
気
象
台

は
三
月
二
十
三
日
に
開
花
を
発
表
し
三
十

日
に
は
満
開
と
な
り
ま
し
た
。
原
稿
を
書

い
て
い
る
今
（
四
月
中
旬
）
も
庭
の
ツ
ツ

ジ
が
咲
き
シ
ャ
ク
ヤ
ク
の
蕾
が
見
え
始
め

ま
し
た
。
今
年
は
植
物
が
早
く
成
長
を
始

め
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
こ
の
記
事
を
皆
さ
ん
が
目
に
す
る
頃
に

は
、
植
え
付
け
が
終
わ
っ
た
家
庭
菜
園
の

野
菜
も
す
く
す
く
と
育
ち
収
穫
が
待
ち
遠

し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
先
月
号
に
も
書
き
ま
し
た
が
、
野
菜
が

順
調
に
育
つ
に
は
不
足
す
る
栄
養
を
補
う

た
め
に
肥
料
を
施
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
に
窒
素 

（
元
素
記
号
：
Ｎ
）
は
、
過
不

足
の
影
響
が
大
き
く
表
れ
、
葉
色
な
ど
か

ら
そ
の
状
態
を
判
断
し
や
す
い
元
素
で
す
。

今
回
は
窒
素
肥
料
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま 

す
。

◎
窒
素
の
必
要
性

　
先
月
号
で
も
書
き
ま
し
た
が
、
野
菜
の

体
を
作
る
タ
ン
パ
ク
質
に
は
窒
素
（
Ｎ
）

が
不
可
欠
で
す
。
ま
た
、
酵
素
は
タ
ン
パ

ク
質
で
で
き
て
お
り
、
光
合
成
や
呼
吸
な

ど
の
反
応
を
制
御
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、

窒
素
は
野
菜
の
生
育
期
間
全
体
を
通
じ
て

欠
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
肥
料
不
足
と

な
ら
な
い
よ
う
に
施
肥
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
昨
年
十
月
号
で
書
い
た
よ
う
に
、
野
菜

に
は
収
穫
す
る
部
位
に
よ
っ
て
葉
菜
類
、

根
菜
類
、
果
菜
類
に
分
類
さ
れ
、
生
育
特

性
が
異
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
生
育
特

性
に
応
じ
た
施
肥
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
コ
マ
ツ
ナ
や
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど
の
小

葉
菜
類
は
、野
菜
自
身
の
体
を
盛
ん
に
作
っ

て
い
る
時
期
に
収
穫
す
る
の
で
葉
色
が
悪

く
な
ら
な
い
よ
う
に
窒
素
肥
料
を
施
肥
し

ま
す
。

　
ま
た
、
ス
イ
カ
や
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
の
果

菜
類
で
は
、
定
植
後
開
花
ま
で
は
体
を
作

る
た
め
窒
素
肥
料
の
必
要
性
は
高
い
で
す

が
、
開
花
前
後
か
ら
は
窒
素
肥
料
の
効
果

が
高
い
と
結
実
し
に
く
く
な
る
の
で
、
こ

の
こ
ろ
か
ら
基
肥
と
し
て
施
肥
し
た
窒
素

肥
料
の
効
果
が
少
な
く
な
る
よ
う
に
し
ま

す
。
結
実
か
ら
収
穫
ま
で
は
、
果
実
の
肥

大
に
窒
素
肥
料
が
必
要
と
な
る
の
で
、
果

実
の
肥
大
開
始
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
開
花

前
に
窒
素
肥
料
を
追
肥
し
ま
す
。
な
お
、

果
実
の
成
熟
期
に
窒
素
肥
料
の
効
果
が
大

き
い
と
糖
度
が
上
が
り
に
く
く
な
る
の
で
、

成
熟
期
に
は
効
果
が
落
ち
る
よ
う
に
追
肥

を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
や
や
難
し
い
話
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆

さ
ん
が
日
頃
利
用
し
て
い
る
園
芸
雑
誌
や

チ
ラ
シ
な
ど
に
記
載
し
て
あ
る
「
施
肥
例

（
基
準
）」
を
ベ
ー
ス
に
我
が
家
の
基
準

を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

◎
複
合
肥
料
と
単
肥

　
皆
さ
ん
は
、窒
素（
Ｎ
）、リ
ン
酸（
Ｐ
）、 

カ
リ
（
Ｋ
）
が
二
種
類
以
上
含
ま
れ
た
複

合
肥
料
を
通
常
利
用
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
成
分
が
一
種
類
だ
け
の
化
学
肥
料 

を
単
肥
と
い
い
、窒
素
肥
料
で
は
、「
硫
安 

（
硫
酸
ア
ン
モ
ニ
ア
）」「
硝
安
（
硝
酸
ア

ン
モ
ニ
ア
）」「
尿
素
」
な
ど
が
代
表
例
で

価
格
は
安
め
で
す
。
こ
れ
ら
の
窒
素
肥
料

は
複
合
肥
料
の
原
材
料
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
単
肥
肥
料
の
特
徴
を
把
握
し

て
お
く
と
施
肥
に
つ
い
て
の
理
解
が
深
ま 

り
ま
す
。（
安
は
ア
ン
モ
ニ
ア
、硝
は
硝
酸 

の
こ
と
を
意
味
し
ま
す
）

　
肥
料
の
袋
に
は
通
常
裏
面
に
生
産
者
保

証
票
が
印
刷
さ
れ
各
成
分
の
％
を
保
証
し

て
い
ま
す
。
窒
素
成
分
で
は
全
量
と
内
数

と
し
て
ア
ン
モ
ニ
ア
性
窒
素
の
成
分
量
を

保
証
し
て
い
る
も
の
が
多
い
で
す
。
ど
の

よ
う
な
形
で
ど
れ
だ
け
含
ん
で
い
る
か
で

複
合
肥
料
全
体
の
効
果
の
表
れ
方
が
想
像

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

◎
単
肥
の
種
類

　
施
肥
し
た
肥
料
は
イ
オ
ン
（
プ
ラ
ス
あ

る
い
は
マ
イ
ナ
ス
の
電
気
を
帯
び
た
二
種

類
の
粒
子
）
と
し
て
土
壌
中
の
水
分
に
溶

け
込
み
根
か
ら
吸
収
さ
れ
ま
す
。
窒
素
が

ど
の
よ
う
な
イ
オ
ン
に
な
る
か
に
よ
っ
て

土
壌
中
で
ど
れ
く
ら
い
効
果
が
持
続
す
る

か
が
決
ま
り
ま
す
。

　
ほ
と
ん
ど
の
野
菜
は
硝
酸
イ
オ
ン
（
硝

安
）し
か
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ア
ン
モ
ニ
ア
イ
オ
ン
（
硝
安
・
硫
安
）
は

土
壌
微
生
物
に
分
解
さ
れ
硝
酸
イ
オ
ン
に

な
っ
て
か
ら
吸
収
さ
れ
ま
す
。
尿
素
も
微

生
物
分
解
で
ア
ン
モ
ニ
ア
に
変
化
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
す
ぐ
に
効
か
せ
た
け
れ
ば
硝

酸
、
ゆ
っ
く
り
効
か
せ
た
け
れ
ば
ア
ン
モ

ニ
ア
や
尿
素
を
施
肥
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
効
果
が
長
い
肥
料
と
し
て
、

Ｉ
Ｂ
な
ど
の
複
雑
な
化
合
物
や
尿
素
を
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
ご
く
少

量
ず
つ
溶
け
出
す
よ
う
に
し
た
Ｌ
Ｐ
肥
料

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
特
徴
を
考

え
て
肥
料
の
種
類

や
量
を
考
え
て
く

だ
さ
い
。

は
じ
め
よ
う

家
庭
菜
園

家
庭
菜
園

�

澤
出
　
　
隆
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の
運勢
6月 蠍　座

10/24〜11/22

【全体運】やり残しがないか確認しましょう。丁寧な連絡でミスを回避。1人で無理せず協力者を探す姿勢も大事です
【健康運】カルシウムをしっかり取って骨の強化を　　【幸運の食べ物】メロン

　
茎
の
上
部
か
ら
美
し
い
葉
を
茂
ら
す

観
葉
植
物
の
代
表
的
な
も
の
で
す
。
こ

の
二
つ
は
非
常
に
似
て
い
て
区
別
の
仕

方
が
い
ろ
い
ろ
書
か
れ
て
い
ま
す
。
根

が
黄
色
と
白
、
葉
柄
の
有
無
等
が
あ
り

ま
す
が
二
つ
の
属
の
す
べ
て
の
種
に
当

て
は
ま
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
結

局
そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
種
を
覚
え
る
し
か

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
共
に
丈
夫
で
育

て
や
す
い
植
物
で
す
が
、
ド
ラ
セ
ナ
は

当
地
の
冬
は
戸
外
で
は
越
せ
ま
せ
ん
。

コ
ル
ジ
リ
ネ
は
ド
ラ
セ
ナ
に
比
べ
れ
ば

比
較
的
耐
寒
性
が
あ
り
、
種
類
に
よ
っ

て
は
戸
外
で
冬
越
し
で
き
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。

◆
コ
ル
ジ
リ
ネ

　
私
が
第
一
に
思
い
つ
く
の
は
テ
ル
ミ

ナ
リ
ス
で
す
。
こ
の
種
に
は
い
ろ
い
ろ

な
葉
色
が
あ
っ
て
美
し
い
観
葉
植
物
で

す
。
生
け
花
の
葉
物
と
し
て
も
良
く
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
赤
色
の
美
し
い「
愛

知
赤
」
や
「
レ
ッ
ド
エ
ッ
ヂ
（
図
１
）」、

黄
色
い
地
色
に
赤
の
入
る
品
種（
図
２
）

等
色
豊
富
な
種
類
で
す
。
他
に
は
頭
に

浮
か
ば
な
い
ほ
ど
こ
の
属
を
代
表
す
る

種
で
す
。
繁
殖
が
非
常
に
容
易
で
茎
を

三
～
五
cm
に
切
っ
て
挿
し
木
す
れ
ば
、

ほ
ぼ
百
％
苗
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

植
物
は
本
来
の
上
の
ほ
う
か
ら
芽
が
出

て
基
部
の
ほ
う
か
ら
は
根
が
出
ま
す
。

し
た
が
っ
て
上
下
を
間
違
え
て
挿
し
木

す
る
と
失
敗
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

上
下
を
間
違
わ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は

切
り
分
け
る
際
に
上
下
の
印
を
付
け
て

挿
す
か
、
茎
を
横
に
伏
せ
て
挿
す
よ
う

に
し
ま
す
（
図
３
）。
花
は
ド
ラ
セ
ナ

と
似
て
い
て
共
に
穂
状
に
着
け
ま
す（
図

４
）。
テ
ル
ミ
ナ
リ
ス
の
青
葉
の
も
の

は
昭
和
五
十
年
代
に
車
会
社
の
新
車
発

売
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
初
代
「
幸
福
の

木
」
と
し
て
配
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
我

が
家
に
は
そ
の
時
配
ら
れ
た
鉢
物
が
ほ

ぼ
五
十
年
育
っ
て
い
ま
す
。
長
い
こ
と

室
内
で
育
て
ら
れ
た
株
で
す
。
こ
の
属

に
は
ド
ラ
セ
ナ
の
名
で
庭
園
木
と
し
て

扱
わ
れ
て
い
る
イ
ン
デ
ィ
ド
ー
サ
種（
図

５
）
が
あ
り
ま
す
。

◆
ド
ラ
セ
ナ

　
昭
和
六
十
年
代
に
な
っ
て
か
ら
ド
ラ

セ
ナ
・
フ
ラ
グ
ラ
ン
ス
・
マ
ッ
サ
ン
ゲ

ア
ナ
（
図
６
）
が
新
た
な
「
幸
福
の
木
」

と
し
て
世
の
中
に
出
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
以
来
「
幸
福
の
木
」
と
い
え
ば
こ
の

種
に
な
り
ま
し
た
。
一
時
期
品
不
足
が

あ
り
斑
入
り
が
逆
に
な
る
リ
ン
ダ
ナ
エ

や
ビ
ク
ト
リ
ー
、
青
葉
の
フ
ラ
グ
ラ
ン

ス
が
「
幸
福
の
木
」
と
し
て
出
回
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ド
ラ
セ
ナ
で
一

般
的
な
種
は
サ
ン
デ
リ
ア
ナ
種
で
す（
図

７
）。
こ
の
種
の
青
葉
の
も
の
は
茎
を

曲
げ
た
り
、
編
ん
だ
り
し
て
売
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
コ
ン
シ
ン
ネ
種（
図
８
）

も
鉢
物
と
し
て
良
く
出
回
っ
て
い
ま
す
。

生
け
花
に
良
く
使
わ
れ
る
ゴ
ッ
ド
セ
フ

ィ
ア
ー
ナ（
図
９
）や
変
わ
り
者
の「
ソ

ン
グ
オ
ブ
イ
ン
デ
ィ
オ
（
図
10
）」
も

あ
り
ま
す
。
私
が
コ
ス
タ
リ
カ
で
過
ご

し
た
と
き
に
「
幸
福
の
木
」
が
盛
ん
に

日
本
に
輸
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
地

の
人
が
切
断
、
ロ
ウ
付
け
等
の
作
業
を

し
て
日
本
向
け
製
品
を
作
っ
て
い

ま
し
た
（
図
11
）。
ド
ラ
セ
ナ
は

コ
ル
ジ
リ
ネ
に
比
べ
て
挿
し
木
が

や
や
難
し
く
な
り
発
根
ま
で
長
く

か
か
り
ま
す
が
、
比
較
的
容
易
に

増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

コ
ル
ジ
リ
ネ
と
ド
ラ
セ
ナ

土
屋
　
照
二

図２ 図１

図６ 図５

図４ 図３

図８ 図７

図 10 図９

図 11

季
節
の
花
づ
く
り
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の
運勢
6月 射手座

11/23〜12/21

【全体運】運勢には活気があります。あなたが頑張ればなんとかなる頼まれ事は引き受けてあげて。今後の礎になるはず
【健康運】外出の機会を増やして。体を動かすほど元気に　　【幸運の食べ物】アナゴ

　　頭の体操いつもありがとうございます。
� かほく市　川端　春美
クロスワードクイズを解き出すと、時間も
忘れてついつい夢中になりますよね。ヨコ
のカギ・タテのカギが中々解けないことも
ありませんか？でも解かったときは嬉しく、
答えが出たときの喜びと達成感がたまりま
せん。これからも楽しく頭の体操を解いて
下さいね。
　 　
　　プランターで花づくりを参考に花を植
えました。きれいな花が咲く事を楽しみに
しています。� 津幡町　吉田 由美子
「季節の花づくり」毎月勉強になりますよ
ね。どんな花を植えたのか気になります。

きれいな花が咲くように愛情たっぷり育て
てあげてくださいね。
　 　
　　地元広報誌なので内容がアットホーム
で身近に感じられ読みやすいです。
� 津幡町　尾村　一恵
嬉しいお言葉ありがとうございます。読ん
でくれる方が読みやすく、理解・イメージ
しやすい記事を書くことを心がけてこれか
らも頑張ります。
　 　
　　いつもお便りコーナーを楽しく読んで
います。� かほく市　東　美紀子
ご愛読ありがとうございます。皆さんから
いただくご感想やご意見と真摯に向き合い
読ませてもらっています。今後も楽しく読
んでいただけるよう日々精進していきます。
　 　
　　春の体調不良の予防と対策がすごく役
に立ちました。よく噛んで食べることに気
づかされ最近気を付けています。
　自律神経の乱れは大事なのですね。毎回
健康百科勉強になります。ありがとうござ
います。� 内灘町　本村　裕子
当たり前のことと思うことでも、忙しく時

間がないときや美味しくてたくさん食べた
い時など無意識に良く噛まず食べてしまう
こともありますよね。よく噛んで食べると
良いことがたくさんあります。食べ物に感
謝して味わいながら食べると、きっといつ
もより美味しく感じられますよ。朝ご飯・
お昼ご飯・夜ご飯の三食をきちんと食べる
こともお忘れずに。

�

石
本
よ
し
一 

選

題
「
日
」

● 

秀つ
ら
く
て
も
明
日
が
あ
る
と
胸
を
張
る

�

川
端　
春
美
（
狩
鹿
野
）

● 

佳
作

帯
締
め
て
余
所
行
き
顔
の
春
日
傘

�

山
崎　
洋
子
（
横　
浜
）

一
日
の
疲
れ
癒
し
は
風
呂
と
酒

�

井
田　
宏
子
（
井
野
河
内
）

明
日
あ
り
と
思
わ
ぬ
日
に
は
ナ
ム
ア
ミ
ダ

�

藤
沢　
充
子
（
瓜　
生
）

祝
日
で
一
番
楽
し
い
子
ど
も
の
日

�

小
田　
和
子
（
兵　
庫
）

日
光
浴
長
い
冬
と
の
お
別
れ
だ

�

越
野　
　
香
（
二
ツ
屋
）

● 

入
選

手
を
合
わ
す
幸
せ
の
日
が
今
日
も
あ
る

�

河
合　
雅
子
（
津　
幡
）

日
本
中
侍
ジ
ャ
パ
ン
大
旋
風

�

𠮷
田　
順
子
（
川　
尻
）

一
日
の
計
無
駄
に
す
る
朝
寝
坊

�

小
田　
慶
喜
（
兵　
庫
）

趣
味
を
持
ち
元
気
印
で
日
々
歩
む

�
田
村　
悦
子
（
大
根
布
）

春
先
は
日
射
し
強
く
て
肌
悲
鳴

�

澤
本　
昭
子
（
内
日
角
）

足
腰
を
鍛
え
る
日
課
散
歩
道

�

松
村
小
夜
子
（
岩　
崎
）

つ
い
て
行
く
日
進
月
歩
の
こ
の
時
代

�

永
下　
茂
和
（
坂　
戸
）

孫
の
手
が
肩
に
乗
る
日
は
別
世
界

�

藏
本　
義
拡
（
横　
浜
）

新
聞
の
パ
ズ
ル
ク
イ
ズ
で
悩
む
日
々

�

山
崎　
邦
夫
（
横　
浜
）

日
の
丸
を
背
負
う
選
手
が
勇
ま
し
く

�

山
崎　
直
樹
（
上
矢
田
）

デ
ジ
タ
ル
化
日
進
月
歩
追
い
つ
け
ず

�

堂
川　
武
久
（
領　
家
）

マ
ス
ク
無
し
花
見
日
和
の
河
川
敷

�

洲
崎　
昭
子
（
太　
田
）

平
和
で
す
終
日
鳥
の
声
聞
い
て

�

福
田　
貞
子
（
岩　
崎
）

日
替
り
の
弁
当
主
役
今
日
は
鮭

�

兼
保　
直
美
（
潟　
端
）

頼
り
な
い
日
射
し
の
下
で
ふ
と
ん
干
す

�

古
林　
照
子
（
長
柄
町
）

金
曜
日
孫
た
ち
が
来
る
う
れ
し
い
日

�

池
田
ひ
ろ
み
（
夏　
栗
）

毎
日
が
時
間
が
あ
ま
る
老
い
の
声

�

村
田　
由
枝
（
竹　
橋
）

締
切
日
追
わ
れ
追
わ
れ
て
進
む
日
々

�

東　
　
康
子
（
能　
瀬
）

お便りお便り
コーナーコーナー

川 

柳
川 

柳

八
月
号
題	

「
行
」
三
句
マ
デ

　
●
締
切
り　
　
六
月
十
日
必
着

九
月
号
題	

「
好
」
三
句
マ
デ

　
●
締
切
り　
　
七
月
十
日
必
着

＜

投
句
先＞

〒
九
二
九
ー
〇
三
〇
八 

津
幡
町
字
菩
提
寺
ワ
三

�

石
本
よ
し
一　
宛　

※
投
句
の
際
、
住
所
・
氏
名
を
お
書
き
忘
れ
の
な
い
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　その他、たくさんのお便りが届いています。紙面
の都合上、全員の方のお便りを載せることができな
い場合もございます。ご了承下さい。実名で載せさ
せていただいておりますが、匿名希望の方は明記し
てください。お便りをお待ちしております。
<お便りのあて先>
〒929-0326　河北郡津幡町字清水チ329
� JA石川かほくリバノス編集局

評　　
ど
な
た
の
人
生
に
取
っ
て
も
、
毎
日
毎
日
が
楽

し
く
て
な
ら
ぬ
と
言
う
方
は
い
ま
す
ま
い
。

　
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
や
、苦
し
み
に
も
耐
え
な
が
ら
、

そ
れ
を
乗
り
越
え
た
時
に
こ
そ
、
喜
び
が
あ
ふ
れ
る

も
の
か
と
思
う
。

　
現
在
農
業
の
お
か
れ
て
い
る
立
場
も
、
決
し
て
楽

で
は
な
い
。
し
か
し
今
日
つ
ら
く
て
も
、
明
日
が
あ

る
と
信
じ
る
生
き
方
は
、大
変
す
ば
ら
し
い
と
思
う
。

　
胸
を
張
っ
て
生
き
ま
し
ょ
う
。



　農薬を使用して病害虫・雑草防除を行う際、目
的以外の作物へ飛散してしまう場合があります。
農薬散布時の注意点を再度確認しましょう。また、
農薬の特性を理解し、農薬による事故を未然に防
ぎましょう！

農薬を散布する際は、
飛散を防止しましょう！

農薬散布時の注意について
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健
康
百
科

　
ジ
メ
ジ
メ
し
た
湿
度
の
高
い
日
が
続

く
梅
雨
の
時
期
に
、
突
然
体
重
が
増
え

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
梅
雨
の
時
期
に
体
重
が
増
え
る
こ
と

を
「
梅
雨
太
り
」
と
い
い
ま
す
。
原
因

は
、
気
圧
や
湿
度
の
関
係
で
、
体
内
に

水
分
が
た
ま
り
や
す
く
な
り
、
む
く
む

か
ら
で
す
。
今
回
は
、
体
内
に
た
ま
っ

た
余
分
な
水
分
を
排
出
し
、
梅
雨
太
り

を
解
消
す
る
三
つ
の
方
法
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

【
一
】
カ
リ
ウ
ム
を
取
る

　
野
菜
、
果
物
な
ど
に
含
ま
れ
る
カ
リ

ウ
ム
に
は
、
体
内
の
余
分
な
塩
分
を
排

出
さ
せ
る
働
き
が
あ
る
た
め
、
む
く
み

解
消
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
旬
の
食

材
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
キ
ュ
ウ
リ
に
は
、

カ
リ
ウ
ム
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
た

め
、食
事
に
取
り
入
れ
る
と
良
い
で
し
ょ

う
。
汁
物
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
入
れ
た
り
、

サ
ラ
ダ
に
キ
ュ
ウ
リ
を
入
れ
る
と
手
軽

に
カ
リ
ウ
ム
が
取
れ
ま
す
。

【
二
】
減
塩
す
る

　
塩
分
を
取
り
過
ぎ
な
い
こ
と
も
大
切

で
す
。
汁
物
を
作
る
と
き
、
野
菜
な
ど

の
具
を
多
く
し
て
汁
を
減
ら
す
こ
と
で
、 

塩
分
を
抑
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、煮
物
、

汁
物
を
作
る
と
き
は
、
か
つ
お
節
、
干

し
シ
イ
タ
ケ
の
だ
し
を
利
か
せ
る
と
塩

分
を
減
ら
し
て
も
物
足
り
な
さ
を
感
じ

ま
せ
ん
。
一
食
分
全
て
を
減
塩
に
す
る

の
で
は
な
く
、
一
品
は
し
っ
か
り
と
味

を
付
け
、
他
の
料
理
を
減
塩
に
す
る
と

満
足
感
が
得
ら
れ
て
続
け
ら
れ
る
で
し 

ょ
う
。

【
三
】
冷
え
症
対
策

　
体
が
冷
え
る
と
血
流
が
悪
く
な
り
む

く
み
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
冷
え
症
対

策
に
は
、
体
を
温
め
る
と
し
て
知
ら
れ

る
シ
ョ
ウ
ガ
が
お
薦
め
で
す
が
、
生
で

取
る
よ
り
加
熱
す
る
と
良
い
で
す
。シ
ョ

ウ
ガ
の
辛
味
成
分
の
一
つ
で
あ
る
ジ
ン

ゲ
ロ
ー
ル
に
は
、
血
管
を
拡
張
さ
せ
て

血
行
を
良
く
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

加
熱
す
る
と
シ
ョ
ウ
ガ
オ
ー
ル
に
変
化

し
、
体
の
熱
を
作
り
出
す
働
き
を
す
る

た
め
、
炒
め
物
や
汁
物
に
シ
ョ
ウ
ガ
を

入
れ
る
と
良
い
で
す
。
ま
た
、
冷
た
い

飲
み
物
は
氷
を
抜
く
、
献
立
に
温
か
い

汁
物
を
加
え
る
な
ど
の
工
夫
で
体
が
冷

え
に
く
く
な
り
ま
す
。

　
し
っ
か
り

対
策
を
し
て
、 

梅
雨
太
り
を

乗
り
切
り
ま

し
ょ
う
。

梅
雨
太
り
対
策

�

栄
養
士

　
吉
田
　
理
江

今、動き出すとき

●支店活性化委員から、こんにちは!●

　津幡東支店活性化委員の井上信一です。
　今年度から委員長を務めます。津幡東支店の活性化に
向け、これまでに活動してきたことを含め、今何が必要
か、今やるべきことは何か。コロナ禍が身近にある中、
警戒心を緩めながら、活性化委員・支店職員が連携を図
り、地域・農業が発信できる津幡東支店独自の取り組み
を進め、 組合員をはじめ地域
社会と一体となれるよう、 そ
んな活動に取り組んでいきた
いと思います。
　また、 これまでのイベント
についても、 支店前だけでの
開催にとどめず、多
くの組合員に参加い
ただけるよう、地区
ごとに開催も考えて
いきたいです。
津幡東支店活性化委員

� 井上　信一

山羊座
12/22〜1/19

【全体運】良好ですがペースダウンの時期なので予定を詰め込み過ぎないように。ゆとりある行動を心がけると好結果に
【健康運】古傷、病後のケアはしっかりと。温泉にツキ　　【幸運の食べ物】シロウリ



14

の
運勢
6月 水瓶座

1/20〜2/18

【全体運】ハプニングの予感。忙しくなりそうですが大きな成果が期待できます。ピンチはチャンスなので冷静に対応を
【健康運】うっかりのけがに注意。安全確認は丁寧に　　【幸運の食べ物】トウモロコシ

クロスワード
クイズ頭の体操？

P R E S ENT ４月号クイズ当選者

１	 １年で一番昼が長い日
２	 徳川家康が晩年を過ごした―

―城
３	 不動産会社が売買するものの

１つ
５	 『落穂拾い』や『晩鐘』を描

いた画家
６	 奈良や鎌倉のものが有名
８	 テッセンとも呼ばれるキンポ

ウゲ科の花
11	 相撲取りが踏みます
12	 抑揚のないせりふ回しは
13	 トウモロコシやゴーヤーが多

く出回る季節
15	 弁当箱にご飯と一緒に詰めま

す
16	 ――コート、――ブーツ
19	 円周率を表す文字
20	 ネタとシャリで作ります

二重マスの文字をA〜Eの順に並べて
できる言葉は何でしょうか?

ヨコのカギ タテのカギQ

◆応募方法　ハガキに①答え②住所・氏名・電話番号③本誌に対する
ご意見・身近な役立つ情報などをご記入の上、下記あて
先までご応募ください。正解者の中から抽選で５名の方
に1,000円分の商品券をプレゼントします。

◆あて先　　〒929-0326 津幡町字清水チ329
　　　　　　JA石川かほく「リバノス編集局」
◆応募締切　６月10日（消印有効）　　◆当選発表　リバノス８月号

● 永多　澄枝 さん
● 奥村久美子 さん
● 松井　春美 さん
● 長谷恵美子 さん
● 岡田真智子 さん

〈答え〉 ハルガスミ

１	 招く側がホストなら、招かれ
る側は

４	 タマネギを切ると出ることも
７	 建てたばかりの建物のこと
９	 数字のゼロを日本語でいうと
10	 サーブ→―― →トス→アタッ

ク
13	 「海鼠」と書く生き物
14	 置き時計はクロック、腕時計は
17	 仕事や用事がない空き時間の

こと
18	 コショウ、ナツメグ、シナモ

ンなど
21	 プールの授業のときに着ます
22	 領収書に収入――を貼った

第１回 理事会だより 令和５年４月28日（金）開催

●審議事項
第１号議案　同一人に対する信用の供与等（貸付金、手形の割引、債務保証、

株式又は出資、私募の社債、コマーシャル・ペーパー及び有価証
券の貸付、短期社債等、コールローン、預け金、金銭の信託、公
募の社債、金融債、コミットメントライン（融資未実行部分）、そ
の他のオフバランス取引等の合計額）の最高限度額決定について

第２号議案　同一人自身に対する信用の供与等（貸付金、手形の割引、債務保
証、株式又は出資、私募の社債、コマーシャル・ペーパー及び有
価証券の貸付、短期社債等、コールローン、預け金、金銭の信託、
公募の社債、金融債、コミットメントライン（融資未実行部分）、
その他のオフバランス取引等の合計額）の最高限度額決定につい
て（受信者単体信用供与限度）

第３号議案　借入金の最高限度額決定について
第４号議案　貸付金の利率の最高限度決定について
第５号議案　余裕金運用関連取引の信用供与等の決定にかかる組合長へ一任す

る限度額設定について
第６号議案　余裕金運用規程の一部改正について
第７号議案　余裕金運用に係るリスク拡大時の処理基準（ロスカットルール）

の一部改正について
第８号議案　令和5年度余裕金運用方針について
第９号議案　第29回通常総代会の開催について
第10号議案  目的積立金の取り崩しについて
第11号議案  令和5年度コンプライアンス・プログラムの設定について
第12号議案  令和3年産米追加精算について
第13号議案  令和4年産米概算払いについて

第14号議案  ライスセンター・カントリーエレベーター利用料金の改定について
第15号議案  固定資産処分について
第16号議案  津幡カントリーエレベーターの追加工事について

●報告検討事項
⑴　各委員会の開催報告について
⑵　令和4年度3月末事業概況について
⑶　令和4年度第4四半期監事監査結果について
⑷　令和5年度監事監査計画について
⑸　会計監査人の再任について
⑹　令和4年度第4四半期内部監査の実施報告について
⑺　みのり監査法人期末監査日程について
⑻　「JAバンク基本方針」の変更について≪総代会報告事項≫
⑼　令和4年度第4四半期余裕金の運用状況報告及び運用限度報告について
⑽　令和5年度第1四半期余裕金の運用方針について
⑾　令和4年度末自己査定結果及び貸倒引当金について
⑿　令和4年度債権回収整理計画回収実績について
⒀　第29年度決算について
⒁　第30年度事業計画骨子（案）について
⒂　令和4年度第4四半期コンプライアンス関連事項等の報告について
⒃　令和4年度第4四半期組合員加入及び脱退の状況について
⒄　令和5年度水稲育苗出荷状況について
⒅　肥料価格高騰対策事業について（春肥申請分）
⒆　その他 
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2/19〜3/20

【全体運】計画通りに進めようと躍起になるのは逆効果。少しずつ微調整しながら進めましょう。下旬にはうまく整います
【健康運】薬膳など健康にいいメニューを取り入れて　　【幸運の食べ物】ラッキョウ

お花見ドライブ
　今年は桜の開花時期が例年より早かった事もあり、日程を
早め、４月 3 日（月）～４月 6 日 ( 木 ) にかけて恒例の「お
花見ドライブ」を行いました。
　利用者様が毎年楽しみにされていて今年も 47 名が参加さ
れました。
　宇ノ気運動公園と河北潟沿道の桜並木、喜多家のしだれ桜
と、途中休憩をはさみながら１時間 30 分ほどのお花見ドラ
イブとなりました。
　天候にも恵まれ、満開の桜を満喫することができました。
利用者様からは満面な笑顔で「こんなにいっぺんに色々な場
所で、桜が見られてよかったわ」「ありがとう。楽しかったよ」

「来年もまた皆で来たいね」と大変喜んで頂けました。
　今後も様々な自然や景色を利用者様が楽しみ、季節を感じ
て頂けるようなイベントを行っていきたいと思います。
� ほのぼのデイサービス　スタッフ一同　 桜を楽しむ利用者 

ほのぼのデイサービスほのぼのデイサービスほのぼのデイサービスほのぼのデイサービス新着情報




